
2003年出上の木簡

た
い
な
か

丘虚

。対
中
遺
跡

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
三
田
市
対
中
町
対
中

調
査
期
間
　
　
対
中
地
区
　
一
九
人
四
年

（昭
５９
）
八
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
田
　
昇

・
深
井
明
比
古

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
末
―
鎌
倉
時
代
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
街
出
土
遺
構
の
概
要

対
中
遺
跡
は
六
甲
山
地
北
側
の
三
田
盆
地
に
あ
り
、
標
高

一
四
九
ｍ
付
近
の

段
丘
上
に
位
置
す
る
。
遺
跡
は
都
市
計
画
街
路
三
田
幹
線
建
設
に
伴
い
調
査
さ

れ
、
木
簡
が
出
上
し
た
対
中
地

区
と
広
畑

・
森
下
地
区
に
分
か

れ
る
。
対
中
地
区
か
ら
は
弥
生

時
代
後
期
の
溝
や
土
坑
、
奈
良

時
代
の
掘
立
柱
建
物
三
椋
、
平

安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初

Ｄ

頭
ま
で
の
掘
立
柱
建
物
九
棟
、

〓
一
井
戸
一
基
、
木
棺
墓

一
基
な
ど

ぐ
　
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

2  1

木
簡
出
土
遺
構
は
井
戸

一
で
あ
る
。
掘
形
の
規
模
は

一
辺

一
。
七
ｍ
深
さ

二

・
七
五
ｍ
で
、　
一
辺
○

・
八
ｍ
の
方
形
隅
柱
横
桟
の
木
組
み
井
戸
で
あ
る
。

こ
の
井
戸
か
ら
は
土
師
器

・
瓦
器

・
須
恵
器

・
磁
器
、
本
製
品
と
し
て
木
簡

・

曲
物

・
槌
の
子

・
横
槌

・
鋤
先

。
箸
な
ど
、
骨
角
器
と
し
て
鹿
角
が
出
土
し
た
。

木
簡
は

一
点
出
土
し
、
年
代
は
鎌
倉
時
代
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。

本
簡
以
外
の
文
字
資
料
に
は
墨
書
土
器
が
三
六
点
あ
り
、
主
な
文
字
と
し
て

は

「利
退
」
「利
足
」
「上
枡
」
「大
房
」
「僧
〔酪

寛
「僧
〔醜

Ч
詭
蛸
〕な

ど
が
判

読
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「南
□
奈
□
化
□
大
口
□
□
蘇
ロ

ー十
回
孫
也
□
口
回

（［
〇
∞
）
×
卜
］
×
伽
　
ｏ
μΦ

上
端
は
角
を
落
と
し
や
や
九
み
を
も
ち
、
下
端
は
欠
損
す
る
。
文
字
中
に

コ
笙
日
――
□
孫
也
」
が
判
読
で
き
る
こ
と
か
ら
、
蘇
民
将
来
の
呪
符
木
簡
と
考

え
ら
れ
る
。
本
質
は
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
。
ま
た
墨
書
土
器
に
は

「僧
」
の
文
字
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
寺
院
関
係
の
施
設
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『対
中
』
盆
ハ庫
県
文
化
財
調
査
報
告
書
六
〇
、　
一
九
八
八

年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（深
井
明
比
古
）




